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   Studies on Seasonal Variation of the Rooting response on the C, N Contents of Cuttings of 
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                 1 緒     言
 一般にさし木発根の難易がさしつけ時期のちがいによつて左右されることは従来か らみとめられて
 1)5)7)
いる。 この原因 としては,さ し穂の内部的条件 と環境的条件 とがあ げられ る。 これ らの条件の中で も
さし穂 の内部的条 件,と くにさ し穂 のC-N率 と発 根作用 との関係について研究 した文献がかな りお  6)8)9)10)i1)12)
おい,し か し研究の結 果は まちまちで,さ し穂のC-N率 と発根 作用のあいだに相関関係があ ること
をみとめ るもの と,み とめない もの とがあ り,今 日にいたつて もなお未解決の ままになつている。 メ
タセ コイアの さし木 において も,採 穂時期の ちが いに よつて発根作用にかな り差があ るので,こ の発
根のちが いを さし穂のC,N含 量に もとず いて検討す るために,1955年4刀 か ら翌年3刀 にいた るあ
いだ,月 毎 にさし穂のC,N含 量と発根の変化 を調査 した。
 なお,本 実験 にあた り転化 糖(以.ドCと す る)及 び窒素(以 下Nと す る)の 分析に御援助下 さつた
演習林本部研究室の上田晋之助教官,な らびにいろいろ助 言いただいた上賀茂育種試験 地の小笠 原教
官に深謝す る。
                 皿 材 料 及 び 方 法
 母樹 としては実験材料に個体差の影響があ らわれ るのをふせ ぐために京都大学農学部 演習林上 賀茂
育種試験地に植 栽 されてい るメタセ コイア(1950年8)Jさ し木,さ しつけ後5年 目の1955年4月 現在
樹高5.Om,胸 高直径8.Oem,樹 冠直 径2.5m)1本 を選 び,樹 冠下部か ら当年生枝 を毎月15日 に
採穂 した。 さし穂のCとNの 含 量は 日変化 も考え られ るので毎回午前ユ0時頃に採穂 し,30本 をさ しつ
           第1表 さ しつ け 時 期 とさ し穂 の大 きさ との関 係
           Table 1. Relation between Size of Cuttings and Season of Planting
         月M°nth・955      1     ・956                  4 5 6
,7 8 9 10 ユ1 12 1 2 3
長 ・'・ ・g・h(・m)!・ …5・ ・9旨 …75・26「 …3・ ・935…1・ …1…815・・25・ ・35…
直 径 …m・ter(mm)1・ ・22・ ・2・ ・1…1…2・3
12・ …3E2・ ・2・ ・32・22・ ・
.生 聾fresh w・ ・gh・(・)・ ・・…86…4・ …1・ ・69・ ・67・ ・69・ ・55・.25・.3・・.….・ ・
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け用に,生 重屋で509をC及 びNの 測定 用に した。 さし穂は1節'ト の長 さに切断 し,4月 か ら11月 の
あいだ は上の1対 の小葉枝を残 して下の小葉枝は除去 し,落 葉期間 中(12～3月)は2対 の芽を残 し,
下の切 り口を鋭利な匁物 を用いて楕円形切返法によつて穂ず くりした。 さし穂の大 きさ及び重量は各
さしつ け時期に よつて多少異な るのでその平均を第1表 に示す。
 さ し木用土 と しては3mm目 の籠 にか けた川砂 を用 い,
これを深 さ13cm,縦40 cm,横30 cmの 木 箱に入れて,
ガラス室 のベ ンチ上 に置いた。 さしつけの深 さは さし穂の
長 さの約x2と した。 C及 びNの 測定用穂木50gは 乾燥器
内(100℃48時 間)に 入れて乾燥 し,粉 砕 してCとNを 定
量 した。N定 量は ケル ダール法 によ りCは 稀塩酸 で加水分
解後,ベ ル トラン法にて定量 し,澱 粉 と して算 出 した。
 ガ ラス室内の温度及び湿度な どは第1図 にかか げるとお
りであつた。12月 より3月 までの温度が比較的高 いのは,
この期間 中ボ イラーによつて加温 したためで ある。
 なお,参 考のために各 さしつけ時期におけ る母樹の成長
状 態についてその概 略を述べ ると3月 下旬頃か ら冬芽がふ
くらみ始め,そ れと同時 に緩 慢な成長を開始 した。4月 中
旬 に入 るとほとん ど展葉 し,伸 長成長の最盛期は6～7月
頃 で9月 下旬ない し10月 上旬 まで緩慢な成 長をつづけ,10
月 下旬 にな るとf1し は じめ,
…11/1下 旬に落葉 した・1年間 の伸長成長 量は86 cm,胸 高の直径成長量は2cm程 度
で あつた
        皿 結 果 及 び 考 察
   各時期 と もさしつ け後100日 目で一斉 に掘 り取 りジ
カル ス形成率,枯 死率,発 根率,発 根根 数,根 長 を調査 した。
 実験 の結果は第2表 にか かげるとお りであつた。
 第2表 によつて わか るよ うに,カ ルスの形成 は2月 と3刀 にさ しつけた ものではわるか つたが,そ
91剛 では・幣とんど差がみとめ られなかつた・ ・ルスの形成と蝦 とのあいだには,す で帳 考
川,橋 詰,小 笠原 によつて報告 されて いるように、 なん ら相互関係はな いように思われた。斎藤 と多
藤に よれ ば,ス ギの さし穂 につ いてNが 少な くてCが 正常 にふ くまれ る時,カ ル スの形成が著 しいと
述べて いるが,本 実験 にお いては,さ し穂のC及 びNの 含rと カル ス形成率 との あいだ に明 らかな ㌦言
連性 はみ られなかつた。
 枯 死率 とC及 びNと のあ いだに も,ま た相互関係はみ とめ られなかつた。 枯死率は カル ス形成率`
ひ くかつた2～3月 ざしの場合に非常 にたか く,次 いで カルスの形 成率 が若 干ひ くか つた7月 ざしり
わず かにたか くなつて お り,カ ルス形成率と枯死率の あいだには,あ る程度の関係が あるよ うであ'
た、
 発根 率はさ しつけ時期 に よつて大 き く左 右せ られた。 すなわち発根 率は5月 が もつと もたか く4・
がこれ に次 ぎ6月 以後は漸次低 下し,9月 にいた り若 干よ く発根 したが,そ の後 は発根率 は著 しく
下 した。 一般 に母樹の成長 旺盛な時期 において は,発 根 率がたか く,成 長休 止期 の発根率は ひくい
向が あつた。 これ は主 と して成長休止期 間の温度 がひ くか つたことに起因す るのであろ う。
                                          』
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                     第2表 調 査  結  果
                     Table 2. The results of experiment
font、。・儲,轟 灘rc凝 護。,艦・。ge諮 騰f1晶 畿 ・C含 斡"含 量※4 C-N率                              r°°ts per°fr° °ts per'C. IN.of blasted of rooted rooted rooted contentsi contents C-N ratio
Planting of eallus  cuttings  cuttings  cutting   cutting           l-
1955 4  100・0%    0 %   53・3%    1・2    5・50cm  11・2000  2・74%  4・08-
 〃   5     93.3        6.7       60.0        2.6       5.51     18.35     2.49     7.36
7丁 『6:100.0  0  36.7  1.7  5.60 11.10 2.13 5.21
-
 〃   7     86.6       13。3       30.0        1.9       3.44      10.35      1.48      6.99
-
 u   8     93.3        3.3       13.3        1.0        2.68       9.90      1.66      5.96
-
 〃   9     93.3        0         33.3        1.2       1.46      9,67     1.55     6.23
㌦10!93.3  0   3.3  2.0  0.13 11.70 1.50 7.80
 
 〃   11 5   90,0        10.0        0          0         0        12.60      1.32      9.54      !
 
 rr  12 1  100. O    I    O     I    3.3    1    1. O    I   O.25    1 12.00   1  0.97   1 12.37
 
1956 1      93.3        6.7        0          0         0         9.90      1.21      8.18
 
〃   2  三  70。0    1  100.0        0          0         0         9.00      1.24      7.25
      i      I
-                          °
 〃   3     70.3       76.7        0          0         0         8.55     1.24     6.89
                                                     1一
       註※1平 均さし穂1本 当りの発根根数,※2さ し穂1本 当りの総根長,
        ※3・ ※4.乾 重に対する00
Cの 含量と発根率との関係は第2図 に示すとおりであつた。
Cの 含量はさし木発根率のもつともたかかつた5月 を頂点として以後次第に下降を示し,9月 から
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再 び上昇 しは じめ,11月 を第2の 頂点 として以後3∫ 」まで漸次 下降 した。すなわ ち全般的 にみ ると発
根 率は成長期 間中に採穂 した もので は,Cの 含量 が多 いほどたか い傾向が あつた。成長休止期間中の
10～3月 においては両 者の あいだに相互関 係はみとめ られ なか つたが,こ れ は環境条件 のわるかつた
こと,と くに温度がひ くかつたためであ ろうと思われた。 (第1図 参照)
 Nの 含量 と発根率 との関 係をみ ると,第3図 に よつてわか るよ うに,Nの 含 量は さし木発根率の比
較的 たかかつた4月 か ら6月 におお く,1本 も発根 しなかつた1月 か ら3.月 にす くない傾向を示 し,'
多少 の くいちが いはあるが,一 般 にNの 壁の多 い場合 に発根率はたか い傾向が うかがわれた。
 C-N率 と発 根率 との関係については第4図 に示すとお りであつた。
 さ し穂 のC-N率 と発 根 作 用 と の 関 係 に つ い てStarri-
ng(1923), Reid(1923), Schrader(1924),志佐(1926)
などの撒 があるが,菊 繊 。れら言者氏の実験糸課 鱒
合して,さ し穂のC-N率 がたかい場合には発根作用が
旺盛であるが,ひ くい場合には発根作用が不完全で,か
                  8)
つ遅れ ると述べてい る。 しか し斎藤 と須藤は スギについ
て実験を おこな い,老 令 にな るにしたがつてNが 減少 し
て糖 が増加 し,幼 令 の ものに比較 してC-N率 がたかく
ぼ磐 鐵篇,鷺驚膿 驚寒示畿
絶 対量によつて影響 され ることを主張 してい る。 メタセ
謀離鷲繰1欝鷺驚1論
斎藤と撫 の鰍 と一致 し,C-N率 の影響1まな くCと
Nの 絶対量の多少が発根率に及ぼす影響が大きかつた。
 第2表 に示 したように,平 均 さし穂1本 当 りの発根根数にたいす る,さ しつ け時期の影響はほと'
どみ とめ られず,い ずれ の時期で もほぼ同 じであつた。 また,平 均 さし穂1本 当 りの総根長は発梗
のたかかつた4～5刀 ざしと,こ れよ りや やおとつて いた6月 ざしにおいて着干長 い結 果を示 した。・
斎藤)はスギを材料として実験 し,カ ルスの形成及び根の成長にはCの 役割がおおきいことを報告し鴨
い るが,隷 験 で も根長 のながかつ塒 期 には搬 にcの 糧 はおおカつ た,、しか しこの時期 には:
の量 もおお く,環 境条件 もさし木の発根に適 していた と思われ るか ら,は た して メタセ コイアの さし
木櫛,・ れ らの繍 にながかつたのは,・ だけの影響か否かはあきらかでない・む し㌃ 般にさし
木の初期における発根量は,さ し鶴 体のもつ養分の絶対量に姑 己されるという鰹 関鰍 と一致1
ているように思われる。 この点については更に厳密な研究にまたねばならない。       幽「
 以上,メ タセコイアのさし木の発根に及ぼすC及 びNの 影響について検討したが,9月 ざしの場'
にはC,Nの 含量は比較的少なかつたにもかかわらず発根率が上昇 している点など,発 根作用は単
さし穂のC,N含 量のみによつてきまるものではなく,ホ ルモン,酵 素,栄 養分などの生理的条件
一し 光,水,温 度などの環境条物 ふ くざつな作用の影響をうけるものと思われる。 これらのC,
以外のいろいろな因子については今後の研究に待ちたい、
                 IV 摘      要
メタ。。イアさし木に湖 る発根とさし穂のC,N含 壷 月敏 瀧 し,発 根とC,N艦 の季
                                                   83
    的変動と,こ れら相互の関係を検討した。その結果の概要を示せばおよそ次のとおりである。
     1. カルス形成率とC,N含 量とのあいだに柑互関係はみられなかつた。
』   2,枯 死率とC,N含 量とのあいだにも相互関係はみ られなかつたが,カ ルス形成率のひくい場合
    には枯死率がたか くなつており,枯 死率とカルス形成率 とのあいだには,あ る程度の関係があるよう
    に思われた。
     3. 発根率は母樹の成長期閣中においてはCの 含量が多いほど,た かい傾向があつた。成長休止期
    間中は両者のあいだに相互関係はみられなかつたが,こ れは温度がひくかつたためであろうと思われ
    た。
     発根率 とNの 含 量との あいだの関係 については一般にNの 含 量が多い場 合に発根率がたかい傾 向が
    あつた。
     4.発 根 率とC-N率 とのあいだには相 互関係はみ られず,C,Nの 絶対 量の多い場合 に発根率 がた
    かかつ た。
     5, 発根根数 の季節的変化 は,ほ とんどみ られず,C, N含 量 との相互 関係はみ られ なかつた。
     6. 根長 はC,Nの 絶 対 量の多い場合にながい傾向が あつた。
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 Rèsum  é
   This report deals with the result of the experiments on the monthly variation of the rooting respo-
nses and the C, N contents of cuttings of Metasequoia glyptostroboides Hu et Cheng. 
The outline of the experimental results is as follows ; 
   1. There was no clear correlation between the percentage of callused cuttings and the C, N  contents 
in  cuttings. 
   2. There was no correlation between the percentage of blasted cuttings and the C, N contents in 
cuttings. 
   3. In the growing season of mother tree, a tendency was recognized that the percentage of rooted 
 cuttings was high when the C, contents were high in cuttings. In the rest of the growing season of 
mother tree, there was no clear correlation between the percentage of rooted cuttings and the C, contents 
in cuttings. The too low temperature was considered to be the reason. With regard to the relation 
between the percentage of rooted cuttings and the N, contents in cuttings, a tendency was generally 
recognized that the percentage of rooted cuttings was high when the N, contents were high in cuttings. 
   4. There was no clear correlasion between the percentage of rooted cuttings and the C-N ratio in 
 cuttings. It tended to be high when the absolute quantity of the C, N contents was high in cuttings. 
   5. It was recognized that the number of roots per rooted cutting was almost the same in all seas-
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ons. There was no clear correlation between the number of rooted cutting and the C, N contents  in 
cuttings. 
   6. It was generally recognized that the total length of primary roots per rooted cutting was long 
when the absolute quantity of the C, N contents was high in cuttings.
